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【手続補正書】
【提出日】平成28年3月3日(2016.3.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）の化合物
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【化７０】

または式（ＩＩ）の化合物、
【化７１】

またはその薬学的に許容される塩もしくは立体異性体であって、式中、
式（ＩＩ）の破線で示される結合は、存在しても、存在しなくてもよく、
Ｗは、

【化７２】

から選択され、
Ｇは、
【化７３】

であり、
Ｒ１は、Ｃ１～６アルキル、Ｃ１～６アルコキシ、フェニル、Ｃ３～６シクロアルキル、
複素環、およびヘテロアリールから選択され、ここで、Ｃ１～６アルキルは、－ＯＲａ

、

アミノ、－ＳＲｅ、複素環、またはヘテロアリールで必要に応じて置換されており、Ｃ１

～６アルコキシは、－ＯＲａで必要に応じて置換されており、複素環は、－ＯＲａ、アミ
ノ、もしくは－Ｃ（Ｏ）ＯＣ１～６アルキルで、または１個もしくは２個のＣ１～３アル
キルで必要に応じて置換されおり、
Ｒ２は、水素およびＣ１～６アルキルから選択され、
Ｒ３は、水素、Ｃ～６アルキル、－Ｃ（Ｏ）ＯＣ１～６アルキル、－Ｃ（Ｏ）ＮＲｂＲｃ

、－Ｃ（Ｏ）Ｃ３～６シクロアルキル、および－Ｓ（Ｏ）２Ｃ１～３アルキルから選択さ
れ、
Ｒ４は、Ｃ１～６アルキル、Ｃ３～６シクロアルキル、およびハロから選択され、Ｒ５は
、水素、Ｃ１～６アルキル、－ＯＲｄ、ハロ、－Ｓ（Ｏ）Ｃ１～３アルキル、－Ｓ（Ｏ）

２Ｃ１～３アルキル、ＮＲｂＲｃ、－ＣＮ、および－Ｃ（Ｏ）ＮＲｂＲｃから選択され、
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Ｒ６は、独立に、水素、Ｃ１～６アルキル、およびハロから選択され、
Ｒ７は、ハロ、Ｃ１～３アルキル、およびＣ１～３アルコキシから選択され、ここで、Ｃ

１～３アルキルおよびＣ１～３アルコキシは、１個、２個、３個、４個、または５個のハ
ロで必要に応じて置換されており、
Ｒ８は、－ＯＲｄで必要に応じて置換されているＣ１～３アルキルであり、
Ｒ９は、Ｃ１～６アルキル、Ｃ３～６シクロアルキル、Ｃ１～６アルコキシ、－ＮＲｆＲ
ｇ、ヘテロアリール、複素環、および－ＣＨ２－ヘテロアリールから選択され、
ここで、
Ｃ１～６アルキルは、－ＯＲｈ、－ＮＲｊＲｋ、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｃ１～３アルキル、－Ｎ
ＨＣ（Ｏ）Ｃ３～６シクロアルキル、および－ＮＨＣ（Ｏ）ＯＣ１～３アルキルから独立
に選択される１個または２個の置換基で必要に応じて置換されており、
Ｃ１～６アルコキシは、－ＯＲｈで必要に応じて置換されており、
任意のＣ３～６シクロアルキルは、Ｃ１～３アルキル、ハロ、－ＯＲｈ、および－ＣＤ３

から独立に選択される１個、２個、または３個の置換基で必要に応じて置換されており、
任意の複素環は、Ｃ１～３アルキル、ハロ、－Ｃ（Ｏ）ＯＣ１～３アルキル、－Ｃ（Ｏ）
Ｃ１～６アルキル、－Ｃ（Ｏ）Ｃ３～６シクロアルキル、－Ｃ（Ｏ）ＮＨＣ１～６アルキ
ル、および－Ｃ（Ｏ）ＮＨＣ３～６シクロアルキルから独立に選択される１個、２個、ま
たは３個の置換基で必要に応じて置換されており、
ここで、任意の－Ｃ（Ｏ）Ｃ１～６アルキルは、－ＮＨＣ（Ｏ）ＯＣ１～３アルキル、－
ＯＲｈまたは－ＮＲｊＲｋで必要に応じて置換されており、
任意のヘテロアリールは、１個または２個のＣ１～３アルキルで必要に応じて置換されて
おり、
Ｒａ、Ｒｂ、Ｒｃ、Ｒｄ、Ｒｅ、Ｒｆ、Ｒｈ、Ｒｊ、およびＲｋは、それぞれ独立に、水
素またはＣ１～３アルキルであり、
Ｒｇは、水素、Ｃ１～６アルキル、およびＣ３～６シクロアルキルから選択され、
Ｒ１０は、水素、ハロ、または、１個、２個、もしくは３個のハロで、もしくは－ＯＲｄ

で置換されているＣ１～３アルキルであり、
Ｒ１１は、水素、Ｃ１～６アルキル、およびハロから選択され、
Ａｍは、－ＮＨＣ（Ｏ）－または－Ｃ（Ｏ）ＮＨ－であり、
ａは、０、１、または２であり、
ｂは、０、１または２である、
化合物またはその薬学的に許容される塩もしくは立体異性体。
【請求項２】
　式（Ｉ）の化合物である、請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　式（Ｉ）の化合物が式（Ｉａ）の化合物である、
【化７４】

請求項２に記載の化合物。
【請求項４】
　Ｒ１が、Ｃ１～６アルキル、フェニル、およびテトラヒドロピラニルから選択され、こ
こで、Ｃ１～６アルキルが－ＯＲａで必要に応じて置換されており、
Ｒ２が、水素またはＣ１～６アルキルであり、
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Ｒ３が、水素（ｈｄｙｒｏｇｅｎ）、Ｃ１～６アルキル、および－Ｃ（Ｏ）ＯＣ１～６ア
ルキルから選択される、請求項３に記載の化合物。
【請求項５】
　Ｒ７が、フルオロ、クロロ、－ＣＦ３、および－ＯＣＦ３から選択される、請求項３に
記載の化合物。
【請求項６】
　Ｒ９が、－ＯＲｈで必要に応じて置換されているＣ１～６アルキル、および１個または
２個のＣ１～３アルキルで必要に応じて置換されているＣ３～４シクロアルキルから選択
される、請求項３に記載の化合物。
【請求項７】
　式（Ｉ）の化合物が、式（Ｉｂ）の化合物である、
【化７５】

請求項２に記載の化合物。
【請求項８】
　式（ＩＩ）の化合物である、請求項１に記載の化合物。
【請求項９】
　式（ＩＩ）の化合物が、式（ＶＩＩＩ）の化合物である、

【化７６】

請求項８に記載の化合物。
【請求項１０】
　Ｒ１が、Ｃ１～６アルキル、フェニル、およびテトラヒドロピラニルから選択され、こ
こで、Ｃ１～６アルキルが、－ＯＲａで必要に応じて置換されており、
Ｒ２が、水素またはＣ１～６アルキルであり、
Ｒ３が、水素、Ｃ１～６アルキル、および－Ｃ（Ｏ）ＯＣ１～６アルキルから選択され、
Ｒ５が、水素またはＣ１～３アルキルであり、
Ｒ７が、フルオロ、クロロ、－ＣＦ３、および－ＯＣＦ３から選択され、
Ｒ８が、メチルであり、
Ｒ９が、－ＯＲｈで必要に応じて置換されているＣ１～６アルキル、および１個または２
個のＣ１～３アルキルで必要に応じて置換されているＣ３～４シクロアルキルから選択さ
れ、
ａが、２であり、
ｂが、１である、請求項９に記載の化合物。
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【請求項１１】
　式（ＩＩ）の化合物が、式（ＩＸ）の化合物である、
【化７７】

請求項８に記載の化合物。
【請求項１２】
　Ｒ１が、Ｃ１～６アルキル、フェニル、およびテトラヒドロピラニルから選択され、こ
こで、Ｃ１～６アルキルが、－ＯＲａで必要に応じて置換されており、
Ｒ２が、水素またはＣ１～６アルキルであり、
Ｒ３が、水素、Ｃ１～６アルキル、および－Ｃ（Ｏ）ＯＣ１～６アルキルから選択され、
Ｒ５が、水素、Ｃ１～３アルキル、または－ＯＲｈであり、
Ｒ７が、フルオロ、クロロ、－ＣＦ３、および－ＯＣＦ３から選択され、
Ｒ８が、メチルであり、
Ｒ９が、－ＯＲｈで必要に応じて置換されているＣ１～６アルキル、および１個または２
個のＣ１～３アルキルで必要に応じて置換されているＣ３～４シクロアルキルから選択さ
れ、
ａが、２であり、
ｂが、１である、請求項１１に記載の化合物。
【請求項１３】
　請求項１から１２のいずれか一項に記載の化合物、および薬学的に許容される担体を含
む、薬学的組成物。
【請求項１４】
　Ｃ型肝炎ウイルス感染を処置するのに有用な１種または複数種の他の治療剤をさらに含
む、請求項１３に記載の薬学的組成物。
【請求項１５】
　前記１種または複数種の他の治療剤が、ＨＣＶ　ＮＳ３プロテアーゼ阻害剤、およびＨ
ＣＶ　ＮＳ５Ｂヌクレオシドおよび非ヌクレオシドポリメラーゼ阻害剤から選択される、
請求項１４に記載の薬学的組成物。
【請求項１６】
　療法において使用するための薬学的組成物であって、請求項１から１２のいずれか一項
に記載の化合物を含む、薬学的組成物。
【請求項１７】
　哺乳動物におけるＣ型肝炎ウイルス感染の処置において使用するための薬学的組成物で
あって、請求項１から１２のいずれか一項に記載の化合物を含む、薬学的組成物。
【請求項１８】
　１種または複数種の他の治療剤と組み合わせて使用するための、請求項１７に記載の薬
学的組成物。
【請求項１９】
　前記１種または複数種の他の治療剤が、ＨＣＶ　ＮＳ３プロテアーゼ阻害剤、ＨＣＶ　
ＮＳ５Ｂヌクレオシドおよび非ヌクレオシドポリメラーゼ阻害剤、インターフェロンおよ
びペグ化インターフェロン、シクロフィリン阻害剤、ＨＣＶ　ＮＳ５Ａ阻害剤、ならびに
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リバビリンおよび関連するヌクレオシド類似体から選択される、請求項１８に記載の薬学
的組成物。
【請求項２０】
　哺乳動物におけるＣ型肝炎ウイルスの複製の阻害において使用するための薬学的組成物
であって、請求項１から１２のいずれか一項に記載の化合物を含む、薬学的組成物。
【請求項２１】
　ＨＣＶ　ＮＳ３プロテアーゼ阻害剤、ＨＣＶ　ＮＳ５Ｂヌクレオシドおよび非ヌクレオ
シドポリメラーゼ阻害剤、インターフェロンおよびペグ化インターフェロン、シクロフィ
リン阻害剤、ＨＣＶ　ＮＳ５Ａ阻害剤、ならびにリバビリンおよび関連するヌクレオシド
類似体から選択される１種または複数種の他の治療剤と組み合わせて使用するための、請
求項２０に記載の薬学的組成物。
【請求項２２】
　哺乳動物においてＣ型肝炎ウイルス感染を処置する方法のための薬学的組成物であって
、前記薬学的組成物は、請求項１から１２のいずれか一項に記載の化合物、および薬学的
に許容される担体を含み、前記方法は、前記薬学的組成物を前記哺乳動物に投与すること
を含む、薬学的組成物。
【請求項２３】
　前記方法は、Ｃ型肝炎ウイルス感染を処置するのに有用な１種または複数種の他の治療
剤を投与することをさらに含む、請求項２２に記載の薬学的組成物。
【請求項２４】
　前記１種または複数種の他の治療剤が、ＨＣＶ　ＮＳ３プロテアーゼ阻害剤、ＨＣＶ　
ＮＳ５Ｂヌクレオシドおよび非ヌクレオシドポリメラーゼ阻害剤、インターフェロンおよ
びペグ化インターフェロン、シクロフィリン阻害剤、ＨＣＶ　ＮＳ５Ａ阻害剤、ならびに
リバビリンおよび関連するヌクレオシド類似体から選択される、請求項２３に記載の薬学
的組成物。
【請求項２５】
　哺乳動物においてＣ型肝炎ウイルスの複製を阻害する方法のための薬学的組成物であっ
て、前記薬学的組成物は、請求項１から１２のいずれか一項に記載の化合物、および薬学
的に許容される担体を含み、前記方法は、前記薬学的組成物を前記哺乳動物に投与するこ
とを含む、薬学的組成物。
【請求項２６】
　前記方法は、哺乳動物においてＣ型肝炎ウイルスの複製を阻害するのに有用な１種また
は複数種の他の治療剤を、前記哺乳動物に投与することをさらに含む、請求項２５に記載
の薬学的組成物。
【請求項２７】
　前記１種または複数種の他の治療剤が、ＨＣＶ　ＮＳ３プロテアーゼ阻害剤、ＨＣＶ　
ＮＳ５Ｂヌクレオシドおよび非ヌクレオシドポリメラーゼ阻害剤、インターフェロンおよ
びペグ化インターフェロン、シクロフィリン阻害剤、ＨＣＶ　ＮＳ５Ａ阻害剤、ならびに
リバビリンおよび関連するヌクレオシド類似体から選択される、請求項２６に記載の薬学
的組成物。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　本発明はまた、医学療法において使用するための本明細書に記載の本発明の化合物、お
よび哺乳動物においてＣ型肝炎ウイルス感染を処置するための製剤または医薬の製造にお
ける本発明の化合物の使用を提供する。
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　本発明の実施形態において、例えば以下の項目が提供される。
（項目１）
　式（Ｉ）の化合物
【化７０】

または式（ＩＩ）の化合物、
【化７１】

またはその薬学的に許容される塩もしくは立体異性体であって、式中、
式（ＩＩ）の破線で示される結合は、存在しても、存在しなくてもよく、
Ｗは、
【化７２】

から選択され、
Ｇは、

【化７３】

であり、
Ｒ１は、Ｃ１～６アルキル、Ｃ１～６アルコキシ、フェニル、Ｃ３～６シクロアルキル、
複素環、およびヘテロアリールから選択され、ここで、Ｃ１～６アルキルは、－ＯＲａ

、

アミノ、－ＳＲｅ、複素環、またはヘテロアリールで必要に応じて置換されており、Ｃ１

～６アルコキシは、－ＯＲａで必要に応じて置換されており、複素環は、－ＯＲａ、アミ
ノ、もしくは－Ｃ（Ｏ）ＯＣ１～６アルキルで、または１個もしくは２個のＣ１～３アル
キルで必要に応じて置換されおり、
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Ｒ２は、水素およびＣ１～６アルキルから選択され、
Ｒ３は、水素、Ｃ～６アルキル、－Ｃ（Ｏ）ＯＣ１～６アルキル、－Ｃ（Ｏ）ＮＲｂＲｃ

、－Ｃ（Ｏ）Ｃ３～６シクロアルキル、および－Ｓ（Ｏ）２Ｃ１～３アルキルから選択さ
れ、
Ｒ４は、Ｃ１～６アルキル、Ｃ３～６シクロアルキル、およびハロから選択され、Ｒ５は
、水素、Ｃ１～６アルキル、－ＯＲｄ、ハロ、－Ｓ（Ｏ）Ｃ１～３アルキル、－Ｓ（Ｏ）

２Ｃ１～３アルキル、ＮＲｂＲｃ、－ＣＮ、および－Ｃ（Ｏ）ＮＲｂＲｃから選択され、
Ｒ６は、独立に、水素、Ｃ１～６アルキル、およびハロから選択され、
Ｒ７は、ハロ、Ｃ１～３アルキル、およびＣ１～３アルコキシから選択され、ここで、Ｃ

１～３アルキルおよびＣ１～３アルコキシは、１個、２個、３個、４個、または５個のハ
ロで必要に応じて置換されており、
Ｒ８は、－ＯＲｄで必要に応じて置換されているＣ１～３アルキルであり、
Ｒ９は、Ｃ１～６アルキル、Ｃ３～６シクロアルキル、Ｃ１～６アルコキシ、－ＮＲｆＲ
ｇ、ヘテロアリール、複素環、および－ＣＨ２－ヘテロアリールから選択され、
ここで、
Ｃ１～６アルキルは、－ＯＲｈ、－ＮＲｊＲｋ、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｃ１～３アルキル、－Ｎ
ＨＣ（Ｏ）Ｃ３～６シクロアルキル、および－ＮＨＣ（Ｏ）ＯＣ１～３アルキルから独立
に選択される１個または２個の置換基で必要に応じて置換されており、
Ｃ１～６アルコキシは、－ＯＲｈで必要に応じて置換されており、
任意のＣ３～６シクロアルキルは、Ｃ１～３アルキル、ハロ、－ＯＲｈ、および－ＣＤ３

から独立に選択される１個、２個、または３個の置換基で必要に応じて置換されており、
任意の複素環は、Ｃ１～３アルキル、ハロ、－Ｃ（Ｏ）ＯＣ１～３アルキル、－Ｃ（Ｏ）
Ｃ１～６アルキル、－Ｃ（Ｏ）Ｃ３～６シクロアルキル、－Ｃ（Ｏ）ＮＨＣ１～６アルキ
ル、および－Ｃ（Ｏ）ＮＨＣ３～６シクロアルキルから独立に選択される１個、２個、ま
たは３個の置換基で必要に応じて置換されており、
ここで、任意の－Ｃ（Ｏ）Ｃ１～６アルキルは、－ＮＨＣ（Ｏ）ＯＣ１～３アルキル、－
ＯＲｈまたは－ＮＲｊＲｋで必要に応じて置換されており、
任意のヘテロアリールは、１個または２個のＣ１～３アルキルで必要に応じて置換されて
おり、
Ｒａ、Ｒｂ、Ｒｃ、Ｒｄ、Ｒｅ、Ｒｆ、Ｒｈ、Ｒｊ、およびＲｋは、それぞれ独立に、水
素またはＣ１～３アルキルであり、
Ｒｇは、水素、Ｃ１～６アルキル、およびＣ３～６シクロアルキルから選択され、
Ｒ１０は、水素、ハロ、または、１個、２個、もしくは３個のハロで、もしくは－ＯＲｄ

で置換されているＣ１～３アルキルであり、
Ｒ１１は、水素、Ｃ１～６アルキル、およびハロから選択され、
Ａｍは、－ＮＨＣ（Ｏ）－または－Ｃ（Ｏ）ＮＨ－であり、
ａは、０、１、または２であり、
ｂは、０、１または２である、
化合物またはその薬学的に許容される塩もしくは立体異性体。
（項目２）
　式（Ｉ）の化合物である、項目１に記載の化合物。
（項目３）
　式（Ｉ）の化合物が式（Ｉａ）の化合物である、
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【化７４】

項目２に記載の化合物。
（項目４）
　Ｒ１が、Ｃ１～６アルキル、フェニル、およびテトラヒドロピラニルから選択され、こ
こで、Ｃ１～６アルキルが－ＯＲａで必要に応じて置換されており、
Ｒ２が、水素またはＣ１～６アルキルであり、
Ｒ３が、水素（ｈｄｙｒｏｇｅｎ）、Ｃ１～６アルキル、および－Ｃ（Ｏ）ＯＣ１～６ア
ルキルから選択される、項目３に記載の化合物。
（項目５）
　Ｒ７が、フルオロ、クロロ、－ＣＦ３、および－ＯＣＦ３から選択される、項目３に記
載の化合物。
（項目６）
　Ｒ９が、－ＯＲｈで必要に応じて置換されているＣ１～６アルキル、および１個または
２個のＣ１～３アルキルで必要に応じて置換されているＣ３～４シクロアルキルから選択
される、項目３に記載の化合物。
（項目７）
　式（Ｉ）の化合物が、式（Ｉｂ）の化合物である、
【化７５】

項目２に記載の化合物。
（項目８）
　式（ＩＩ）の化合物である、項目１に記載の化合物。
（項目９）
　式（ＩＩ）の化合物が、式（ＶＩＩＩ）の化合物である、
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【化７６】

項目８に記載の化合物。
（項目１０）
　Ｒ１が、Ｃ１～６アルキル、フェニル、およびテトラヒドロピラニルから選択され、こ
こで、Ｃ１～６アルキルが、－ＯＲａで必要に応じて置換されており、
Ｒ２が、水素またはＣ１～６アルキルであり、
Ｒ３が、水素、Ｃ１～６アルキル、および－Ｃ（Ｏ）ＯＣ１～６アルキルから選択され、
Ｒ５が、水素またはＣ１～３アルキルであり、
Ｒ７が、フルオロ、クロロ、－ＣＦ３、および－ＯＣＦ３から選択され、
Ｒ８が、メチルであり、
Ｒ９が、－ＯＲｈで必要に応じて置換されているＣ１～６アルキル、および１個または２
個のＣ１～３アルキルで必要に応じて置換されているＣ３～４シクロアルキルから選択さ
れ、
ａが、２であり、
ｂが、１である、項目９に記載の化合物。
（項目１１）
　式（ＩＩ）の化合物が、式（ＩＸ）の化合物である、

【化７７】

項目８に記載の化合物。
（項目１２）
　Ｒ１が、Ｃ１～６アルキル、フェニル、およびテトラヒドロピラニルから選択され、こ
こで、Ｃ１～６アルキルが、－ＯＲａで必要に応じて置換されており、
Ｒ２が、水素またはＣ１～６アルキルであり、
Ｒ３が、水素、Ｃ１～６アルキル、および－Ｃ（Ｏ）ＯＣ１～６アルキルから選択され、
Ｒ５が、水素、Ｃ１～３アルキル、または－ＯＲｈであり、
Ｒ７が、フルオロ、クロロ、－ＣＦ３、および－ＯＣＦ３から選択され、
Ｒ８が、メチルであり、
Ｒ９が、－ＯＲｈで必要に応じて置換されているＣ１～６アルキル、および１個または２
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個のＣ１～３アルキルで必要に応じて置換されているＣ３～４シクロアルキルから選択さ
れ、
ａが、２であり、
ｂが、１である、項目１１に記載の化合物。
（項目１３）
　項目１から１２のいずれか一項に記載の化合物、および薬学的に許容される担体を含む
、薬学的組成物。
（項目１４）
　Ｃ型肝炎ウイルス感染を処置するのに有用な１種または複数種の他の治療剤をさらに含
む、項目１３に記載の薬学的組成物。
（項目１５）
　前記１種または複数種の他の治療剤が、ＨＣＶ　ＮＳ３プロテアーゼ阻害剤、およびＨ
ＣＶ　ＮＳ５Ｂヌクレオシドおよび非ヌクレオシドポリメラーゼ阻害剤から選択される、
項目１４に記載の薬学的組成物。
（項目１６）
　療法において使用するための、項目１から１２のいずれか一項に記載の化合物。
（項目１７）
　哺乳動物におけるＣ型肝炎ウイルス感染の処置において使用するための、項目１から１
２のいずれか一項に記載の化合物。
（項目１８）
　１種または複数種の他の治療剤と組み合わせて使用するための、項目１７に記載の化合
物。
（項目１９）
　前記１種または複数種の他の治療剤が、ＨＣＶ　ＮＳ３プロテアーゼ阻害剤、ＨＣＶ　
ＮＳ５Ｂヌクレオシドおよび非ヌクレオシドポリメラーゼ阻害剤、インターフェロンおよ
びペグ化インターフェロン、シクロフィリン阻害剤、ＨＣＶ　ＮＳ５Ａ阻害剤、ならびに
リバビリンおよび関連するヌクレオシド類似体から選択される、項目１８に記載の化合物
。
（項目２０）
　哺乳動物におけるＣ型肝炎ウイルスの複製の阻害において使用するための、項目１から
１２のいずれか一項に記載の化合物。
（項目２１）
　ＨＣＶ　ＮＳ３プロテアーゼ阻害剤、ＨＣＶ　ＮＳ５Ｂヌクレオシドおよび非ヌクレオ
シドポリメラーゼ阻害剤、インターフェロンおよびペグ化インターフェロン、シクロフィ
リン阻害剤、ＨＣＶ　ＮＳ５Ａ阻害剤、ならびにリバビリンおよび関連するヌクレオシド
類似体から選択される１種または複数種の他の治療剤と組み合わせて使用するための、項
目２０に記載の化合物。
（項目２２）
　哺乳動物においてＣ型肝炎ウイルス感染を処置する方法であって、前記哺乳動物に、項
目１から１２のいずれか一項に記載の化合物、および薬学的に許容される担体を含む薬学
的組成物を投与することを含む方法。
（項目２３）
　Ｃ型肝炎ウイルス感染を処置するのに有用な１種または複数種の他の治療剤を投与する
ことをさらに含む、項目２２に記載の方法。
（項目２４）
　前記１種または複数種の他の治療剤が、ＨＣＶ　ＮＳ３プロテアーゼ阻害剤、ＨＣＶ　
ＮＳ５Ｂヌクレオシドおよび非ヌクレオシドポリメラーゼ阻害剤、インターフェロンおよ
びペグ化インターフェロン、シクロフィリン阻害剤、ＨＣＶ　ＮＳ５Ａ阻害剤、ならびに
リバビリンおよび関連するヌクレオシド類似体から選択される、項目２３に記載の方法。
（項目２５）
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　哺乳動物においてＣ型肝炎ウイルスの複製を阻害する方法であって、前記哺乳動物に、
項目１から１２のいずれか一項に記載の化合物、および薬学的に許容される担体を含む薬
学的組成物を投与することを含む方法。
（項目２６）
　哺乳動物においてＣ型肝炎ウイルスの複製を阻害するのに有用な１種または複数種の他
の治療剤を、前記哺乳動物に投与することをさらに含む、項目２５に記載の方法。
（項目２７）
　前記１種または複数種の他の治療剤が、ＨＣＶ　ＮＳ３プロテアーゼ阻害剤、ＨＣＶ　
ＮＳ５Ｂヌクレオシドおよび非ヌクレオシドポリメラーゼ阻害剤、インターフェロンおよ
びペグ化インターフェロン、シクロフィリン阻害剤、ＨＣＶ　ＮＳ５Ａ阻害剤、ならびに
リバビリンおよび関連するヌクレオシド類似体から選択される、項目２６に記載の方法。
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